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　山陽小野田市の平成 22 年度の予算が決まりましたので，お知らせします。今年度は，総額で 602 億 1,228

万 6 千円となり，うち一般会計は前年度比 0.6％減の 244 億 5,200 万円となりました。

　平成 22 年度の予算編成は，「山陽小野

田市総合計画」の目指す将来像「活力ある

住み良さ創造都市」の実現のため，山口県

の掲げる「住み良さ日本一元気県づくり」

の指標にも留意し，市民のみなさんの健康

増進や子育て環境の充実など，予算編成上

のメリハリをつけました。また，合併特例

債につきましては，これまでも厚狭駅南部

地区土地区画整理事業等に活用しています

が，引き続き，公共施設のうち特に緊急性

の高い環境衛生・教育関係等の施設の改修・

改築に重点的に活用する予定です。

　合併後の極めて厳しい財政状況も市民の

みなさんのご理解とご協力のもと，職員一

人ひとりがコスト削減意識をもって行財政

運営に取り組んできた結果，少しずつでは

ありますが健全化の方向に向かっています。

今後も引き続き，健全かつ持続可能な財政

基盤の確立に向けて取り組んで参りますの

で，ご理解とご協力をお願いいたします。

〜ふるさとの春まであと一歩〜

会計名 予算額 対前年度比

一 般 会 計 ※244億 5,200 万　　円 △ 0.6%

特
別
会
計

訪問看護ステーション事業 2,430 万 7千円 △ 14.7%
駐 車 場 事 業 5,026 万　　円 △ 2.0%
国 民 健 康 保 険 71億　527万 5千円 △ 3.2%
介 護 保 険 47億 3,625 万　　円 5.7%
後 期 高 齢 者 医 療 8億 5,995 万 1千円 0.7%
老 人 医 療 110万 5千円 △ 99.0%
地 方 卸 売市場事業 1,080 万 2千円 28.7%
下 水 道 事 業 ※30億 8,845 万 9千円 0.8%
農 業 集 落排水事業 8,580 万　　円 0.9%
小型自動車競走事業 125億　229万 2千円 △ 4.3%
特 別 会 計 の 計 284億 6,450 万 1千円 △ 2.1%

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 21億 5,551 万 2千円 △ 5.0%
工 業 用 水 道 事 業 3億　　28万 2千円 △ 2.0%
病 院 事 業 48億 3,999 万 1千円 △ 3.3%
公 営 企 業会計の計 72億 9,578 万 5千円 △ 3.8%

総 予 算 額 602 億 1,228 万 6 千円 △ 1.7%

予算が決まりました
　◦問い合せ先　財政課（☎ 82-1131）　

※一般会計と下水道事業特別会計については，前年度 6月補正後と対比しています。
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◦病院改革プラン
◦公債費負担適正化計画等

◦定員適正化計画
◦行政改革大綱
◦土地開発公社健全化計画

予算編成の概念図

平成 22年度の


